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歴

史

派
…経

濟

學

獲

達
「の
裡

路

(
こ山

口

正

太

郎

緒

言

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト

に
萌
芽
を
獲
し
陀
實
謹
的
経
済
學
は

十
九
世
紀

の
後
半
か
ら

二
十
世
紀
の
初
頭
に

か
け
て
畑御
逸
の
経
済
學
界
を
風
廉

し
セ
観
が
あ
る
、
そ
し
て
現
今
に
於
て
も
猶
自
ら
歴
史
涙
に
厨
す

る
ご
は
明
盲

せ
な
く
て
も
該
涯
の
衣
鉢
を
欄
産
し
て
み
る
學
看
が
少
な
く
な

い
、
乍
・然
哲
學
界

に
於
け
る
鏡
割
的
精
神
の
勃
興

及
び
其
純
化
は
當
然
理
論
経
済
學
の
改
造
を
要
求
し
、
新
し
き
見
地
か
ら
経
済
學
を
建
設
し
よ
う
ε
す
る
氣
.運
に

達
し
て
み
る
、
此
思
潮
に
樟
す

べ
き
は
若
き
人
々
の
使
命
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ご
共

に
從
來
の
経
済
學
が
脛
過
し

た
其
足
跡
を
仔
細
に
検
討
す

る
こ
ε
は
建
設

の
準
備
行
爲
ご
し
て
更
に
必
要
の
度
の
深
き
を
威
せ
し
め
る
。

藪

に
討
究
す

べ
き
所
謂
歴
史
涙
経
濟
學
は
典
範
圃
廣
く
、
其
諸
著
述
は
経
済
原
論
ε
し
て
各
種
の
部
門
を
含
ん

で
み
る
か
ら
、
そ
れ
等
を
悉
く
計
発
す
る
こ
ご
は
此

一
少
論
文
の
爲
し
能

ふ
庭
で
は
な

い
、
そ
こ
で
先
づ
研
究
の

{馳
圏
を
此
振
の
代
表
者
[ε
も
云
ふ
べ
き

ロ
ソ

シ
+

1
、

ク
ニ
ー
ス
、
及
び

シ
ュ
モ
ラ
ー
に

馳限
り
、
且

つ
歴
史
派
経

済
學
の
特
徴
を
表
せ
る
方
法
論
に
就
て
の
み
考
察
し
最
後
に
北
浜
に
謝

し
て
加
え
た
る
カ
ー
ル

・
メ
ン
ガ
ー
の
批

評
を
検
し
た
い
ξ
思
ふ
。

翫

.

一
、
.
ロ
ツ

シ

ヤ

ー

の
歴

史

派

経

済

學

方

法

論

説

苑

歴
史
.派
繹
濟
學
機
達

の
裡
路
〔
こ

第
十
七
巻

(第

一
號

七

七
)

七
七



説

苑

歴
史
涯
纒
濟
撃
叢
達
の
径
路
〔
こ

第
十
七
巻

(第
一
號

七
八
)

七
八

一
八
七
四
年
莱
府
大
學
漱
授

ロ
ッ
シ
ヤ
ー
に
大
著
「
濁
逸
経
済
學
虫
」
を
出
し
、
中
世
寺
院
法
の
研
究
か
ら
初
め

て
當
時
迄
の
濁
逸
に
於
け
る
経
済
思
想
の
獲
達
を
叙
し
最
後
に

「
現
今
我
国
の
各
人
學

に
於
け
る
経
済
學
の
主
な

る
傾
向
は
確
か
に
實
讃
的
ざ
云
ひ
得

る
、
實
謹
的
経
済
學
は
人
間
を
、
如
實

に
描
寓
す

る
も
の
で
.

一
定

の
国
民

国
家
、
時
代
に
厨
す
る
人
聞

の
、
軍
に
縄
濟
的
動
機
か
ら
で
な
く
、
種
々
の
動
機

か
ら
す
る
行
爲
を
観
察
す
る
、

偉
大
な
る
経
濟
學
者
が
今
迄
陥

っ
た
誤
謬
た
.る
抽
象
的
方
法
は
唯
、
研
究

の
前
提
ご
し
て
の
債
値
あ
る
の
み
で
、

學
理
に
ε
り
て
も
、
實
際

に
ε
り
て
も
大
し
た
償
値
}あ
る
も
の
で
は
な

い
」
ε
云
ひ
更

に
叉

冒
呉
の
経
済
學
は
細

か
き
枝
、
深
き
根
ま
で
統
計
的
に
、
且

つ
歴
史
的
に
基
礎
付
け
ね
ば
な
ら

ぬ
、
特
に
猫
逸

の
経
済
畢
の
任
務
こ
す

る
庭
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
球
上
の
外
國
晟
の
状
態
を
深
き
理
解

ご
廣
き
愛
を
以
て
研
究
す

る
に
め
る
」

ε
云

っ
て
み

る
、

今
迄

の
経
済
學
は
自
然
法
的
見
解
の
下
に
獅
断
的
に
、

普
遍
法
則
を
抽
出
し
、

且
つ
人
間

を
以
て
経
済
的

動
機
に
の
み
終
始
す

る
も
の
ε
假
足
し
た
、
乍
然
現
實

の
人
間
は
常

に
冷
静

に
利
害
打
算
に
基

い
て
行
寫
す
る
ご

は
云
ふ
を
得
な

い
、

從

て
如
實
に
人
間
を
観
察
す

る
限
り
、

他

の
動
機
を
看
過
す
る
こ
ご
は
出
来
な

い
、

抑
も

経
済
現
象
は
各
時
代
、
,
各
國
民
を
通
じ
て
高
古
不
易
な
る
も
の
で
は
な
い
、
之
を

一
律

に
経
済
法
則
を
以
て
規
定

す
る
こ
ε
は
、
假
禽
鳥
し
能
ふ
ε
す
る
も
甚
だ
し
く
債
値
の
乏
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
眞
に
輕
濟
現

象
を
理
解
し
、
経
済
學
を
組
織
せ
ん
ε
す

る
人
は
歴
史
的
に
、
時
間

ε
室
問

ご
を
限
局
し
て
、
然
も
常

に
實
謹
的

に
個
々
の
事
實
を
観
察

し
叙
述
せ
ね
ば
な
ら
沁
、
リ
ス
ト
に
萌
芽
を
嚢

し
た
歴
史
汲
経
濟
學
は
種
々
の
攣
邉
は
あ

、
つ
た
が
其
要
旨
は
此
の
黙
を
出
で
な

い
、
當
時
、
法
學

に
於

て
も
亦
、
實
謹
的
精
神
が
旺
盛
で
あ
っ
て
殊

に
、
ザ

ヴ
井

ニ
ー
、
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ソ
の
歴
史
派
の
影
郷
冒
は
人
な
る
も
の
で
あ

っ
た
、

ロ
ソ

シ
ヤ
ー
は
其
講
義
要
領
の
序
文
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嚇

乱

予
の
畏

経
雛

の
方
法
は
ザ
ヴ
井
↑

、
ア
イ
ヒ
ホ
ル
・
の
董

・
於
け
・
窪

高

熱

遷

し

だ
」

ε
云

っ
た

が
、
然

し
両
者

の
類
似

の
黙

は
問
題

で
あ

っ
て
、

カ
ー

ル

・
「メ
ン
ガ

ー
は
此

類
似
は
外
形

に
止

ま

り
、
其
内

容

に
於

て
、
其
精

肺

に
於

て
全

く
異

る
、

ザ
ヴ
井

ニ
ー
は
歴
史

を
以

て
現
制
度

の
有

機
的
組
織
を

明
瞭

に
し
十

八
世

紀

の
合
理
涙

の
改

革
論
者

に
対
抗
す

る

に
用

い
た

が
、

ロ
ッ

シ
ヤ
ー
の
場
合
は

之
ε
異
b
何
等

斯

か

を
目
的
?

、
軍
に
歴
史
を
以
て
學
饗

説
明
に
用

い
た
に
過
ぎ
な
い
ε
云
舳

乍
然

カ
ー
ル
・
ウ
・

ー
ラ
ン
ド
.

の
様
に
ザ
ヴ
汁

↑

ε
歴
史
法
響

績

然
別

つ
べ
き
も
筆

考

え
・
・
シ
ャ
あ

言
葉

が
讐

ザ
ヴ
・

↑

其

人
を
指
す
の
で
は
な
く
歴
史
法
學
の
方
法
論
を

一
般
に
指
樗
し
た
も
の
ε
解
す
れ
ば
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
の
非
難

は
當
ら
な
い
ε
思
は
れ
.る
。

ロ
ソ

シ
+

1
は
経
済
學

の
本
質
を
次
の
如
く
述

べ
て
み
る

「
如
何
に
し
て
國
窟
を
増
進
す

べ
き
か

ご
云
ふ
事
は

経
済
學
に
ε
b
て
重
大
問
題
で
は
め
ら
う
が
、
然
し
経
済
學
の
本
質

の
問
題
で
は
な

い
、
脛
濟
學
は
致
富
の
術
で

は
な
し
、
如
何
に
人
間
を
割
断
七
、
支
配
す

る
か
`
云
ふ
政
治
的
な
學
問
で
あ
る
、
吾
人
の
目
的
は
國
民
が
脛
濟

的
見
地
に
於

て
如
何
に
考

え
、
如
何
に
徴

し
、
如
何
に
減
じ
、
努
力
し
、
目
的
を
達
す
る
か
を
叙
述
す

る
に
あ
観
」

彼
は
国
家
學

の
方
法
を
二
つ
に
分
け
(
こ

哲
學
的
育
法
、
三

盛

夏
的
方
法

こ
な
し
前
者
は
出
家
る
だ
け
抽
象
的

に
、
時
間

、
空
聞
に
於
け
る
偶
然
性
を
取
b
去

っ
て
概
念
を
形
成
す
る
方
法
で
、
後
者
は
人
類

の
獲
達
を
出
来
る

た
け
忠
實
に
實
際
生
活
に
從

っ
て
叙
述
す

る
方
法
で
あ
る
。
国
家
學
に
於
け

る
歴
史
的
方
法
は
乍
燃
草
じ
事
實
の

叙
述
の
み
な
ら
す
、
各
国
民
の
獲
蓬
穫
路

の
中
に
存
す

る
等
し
き
も
の
を
探
り
出
し
て
之
を
獲
達
法
則
の
名
の
下

に
包
括
す
る
こ
`
を
も
任
務
ε
す

る
も
の
で
、
此
意
味

に
於
て
歴
史
的
方
法
は
或
程
度
の
客
観
的
妥
當
性
を
有
す

説

苑

歴
史
振
縄
済
學
號
達
の
経
路
(
一)

第
十
七
巻

(第
」
號

七
九
)

七
九

4)

5)

6)

1〈irlMenger,UntersuchungenilberdieMethodederSozialwis5en5cbaftcn

andderPolitlschenOekonolniejllsbesondeτe・ 【883 .S.200-20q.

KarlWieland,Diehistorischelmddiekrjt】scheMethodeinderRechtr-
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説

苑

歴
史
涯
纒
濟
學
機
達

の
径
路

(
こ

第
十
七
巻
.

(第

一
號

八
0
)

八
O

愈

の
で
あ
軸

国
家
學
の

一
種
た
る
國
民
経
済
學
は
国
民
脛
濟
に
關
す
る
斯
あ

如
義

達
法
則
を
探
求
す
る

學
問

で

あ
㍍
か
ら
獲

て
哲
學

的
方
法

よ
り

も
雁
皮
的
方

法

に
よ
ら
ね
ば
な
ら

漁
の
で
あ

る
。

ロ
ッ

シ
ャ

ー
は
彼

の
大
著
一
経

済
原
論
L
に
於

て
も
亦

.
国
民
経

済
學

の
本
質
を

以

て

『
国
民
脛
濟

、
脛

濟
的
國

わ

民
生
活
の
獲
達
法
則
の
學
臥
」
な
り
こ
し

『
国
民
生
活
は
本
家

一
っ
の
発
き
全
艦
な
る
を
以
て
、
其
者
種

の
外
的

表
現
は
内
面
に
於
て
は
密
接
な
關
係
を
有
す
る
も
ρ
で
め
る
、
從
て
其
外
的
表
現
の

一
種
た
る
経
濟
生
活
を
研
究

す
る
に
は
残
り
の
総
て
の
方
面
を
知
ら
ね
ば
な
ら
諏
」
、
国
民
生
活
は
.有
機
的
生
活
で
あ
る
か
ら
其

一
方
面
た
る
経

済
生
活
だ
け
を
袖
山
し
之
を
研
発
す
る
こ
ε
は
償
億
少
き
こ
ε
に
な

る
、
從

て
彼
は
脛
濟
學
を
以
て
国
家
學
の

一

方
暫

過
ぎ
な

い
・
ε
を
常

に
念
頭

に
置
き
、
他

の
學
問

の
成
果
を
探
暮

れ
る
・
喜

怠
ら
な
か
っ
た
長
所
が
.

あ
る
異

に
、
典
範
園
が
徒
ら
に
池
大
に
失
す
る
の
短
所
が
め
る
。
彼
は
「
原
論
」
に
於
て
「講
義
」
ξ
異
る
方
法
論
の
.

あ

セ

へ

お

ヘ

マ

へ

も

分
割
を
唱
え

て
み
る
、
即
ち
「
如

何

に
あ
る
か
、
又
は
如

何

に
め

っ
た

か
」
を
研
究
す

る
生
理
學
的

方
法
、
或

は
歴
史

ヘ

ヤ

へ

も

へ

的
か
泓
ε
「
如
何
に
あ
ら
ね
な
ば
ら

戯
か
」
を
究
明
す

る
理
想
的
方
法
ご
を
厳
密
に
分
ち
従
来
の
経
済
學
が
科
學
で

あ
り
な
が
ら
理
想
的
方
法
を
採
用
す
る
を
非
な
り
ε
し

「
我
々
は
學
埋
ε
し
て
は
理
想
の
建
設
を
棄
て
ね
ば
な
ら

漁
、
そ
の
代
b
ε
し
て
探
用
す

べ
き
は
第

一
に
国
民
の
経
済
的
本
質
及
慾
望
、
第
二
に
脛
濟
的
慾
望
の
充
足
を
決

定
す
る
諸
法
.則
、
及
び
諸
制
度
、
第
三
に
其
敷
果
、
を
軍
締

に
叙
述
す
る
ご
云
ふ
こ
ξ
で
あ
る
。
帥
ち
國
民
経
済
の

の

解
剖
讐

生
理
響

も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
を

從
て
常

に
現
實
に
立
脚
し
軍
に
眞
で
あ
る
鶴

で
あ

る
か
を
決

定
す

る

に
止

ま
り
、
自

然
科
學

の
研
究
者

ε
同

じ
態

度
を
持
す

べ
き
で

あ
る
、

そ
し
て
顕
微
鏡

ε
解
剖

刀
ご
を
取

　

雪

氣
勇
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
あ

で
あ
る
。
.

8)

正0)

11)

13,
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斯

く

ロ
ッ

シ
ャ

ー
は
郷
濟
學

の
自
然
科
學
的

態
度
を

高
調

し
て

み
る
の

で
あ

る
が
、
然
し
彼

の
論
旨
、
用
語
は

ネ

鮮

明
で
微

温
的

で
、

カ
ー

ル

・
マ
ル
ク

ス
が
「
解
剖
學

的

、
生

理
學
的
方

法
」
を
主

張
す

る

ロ
ッ

シ
ャ

ー
が
折
衷

的
態
度
集

れ
る
を
鑑

し
た
如
く
」

・
シ
ャ
ー
の
馨

構
成
に
騰

る
陵

な
墓

が
使
用
さ
れ
・
曹

は

右

、
時

に
は
左

ε
全

然
相
反

す

る
こ
ご
を
主
張
す

る
こ

ご
も

あ
り
、
或

は
其
中

間
を

何
等
論

理
的
意
味

な
く
濁

断

.

的

に
折
衷
す

る

こ
ε
が

あ
る
、

彼

は
曖
昧

な
「
類
似
」
ε
云
ふ
語

を
使
用
す

る
、
即
ち
彼

の
方

法
論

は
ザ
ヴ
井

ニ
ー

、

、

励

の
歴
史
法
學

の
方
強
論
ε
類
似
す
る
ご
云
ふ
か
`
思

へ
ば
、
他
の
所
で
は
纏
濟
學
は
博
物
畢
に
於
け
る
組
織
學

ご

げ

ラ

ヘ

へ

　

も

や

レ

生
物
化
學
に
類
似
し
自
然
研
究
者
ε
類
似
せ
る
方
法
を
探
ら
ね
ば
な
ら
漁
ε
云
ふ
、
更

に
又
、
他
の
庭
で
は
経
済

珊

ね

ヘ

ー學

の
総
論
の
部
門
は
明
か
に
藪
學
的
物
理
學
ε
多
く
の
黙
に
於
て
類
似
す

る
ご
も
云

っ
て
み
る
か
ら
、
彼
の
所
説

・を
約
説
す
れ
ば
経
済
學
の
本
質
な
る
も
の
は
或

は
法
學
、
或
は
自
然
科
學
、
或
は
藪
學
、
或

は
歴
史
、
其
他
各
種

も

へ

の
科
學

蓬
類
似

せ
る
あ

の
ε
な

る
、
あ
ら

ゆ
る
科
學

・ヒ
類

似
せ

る
も
の
ざ
は
必
竟

そ
れ
自

ら
何
等

の
特
徴
を
宿

せ

へ

し

あ

.

な

い
こ
ご
を
反

面
に
物

語

っ
て
み

る
の
で
な

か
ろ
う
か
、
各

科
學

ε

の
「
類

似
性
」
箆
ぎ

幣
算

。膏
昌

を

い
く
ら
多

く
集

積

し
て
も

、
其
結

果

ε
し
て
凋

自
性
を
有
す

る

一
科
の
學

問

を
創

造
す

る
を
得

な

い
、

「
科

の
稠

立

せ
る
學

.

問

は
他

に
還
元

し
得

な

い
特
徴

の
下

に
初

め
て
成
立

し
得

る
論
理

⊥
の
可
能
性

を
附
興

せ
れ

る
の
で
あ
る

か
ら

ロ

ッ

シ
ャ

ー
の
如

く
類
似
性

を
説
明
す

る
の
み
で
ば
経

済
學

の
特
徴

は
表

は
れ
て
來
な

い
。

)
ロ
ッ

シ
ャ

ー
は
抽

象
的
、
普
遍
的
方

法
は
或

個
所

で
は
『
経
済

學

の
前

提

ε
し
て
不
可
鉄

の
研
究

方
法
」
で
あ

っ

.

て
歴
史

的
方
法
は
此
方

法
に
よ

っ
て
補

は
れ
な

け
れ
ば
な
ら

調
、

ご
云
ふ

か
ぜ
思

へ
ば
他

の
塵

で
は
歴
史
的
方

法

ドを
以

て
唯

一
の
正
し

き
方
法

ε
し
抽

象
的
方
法
を
排

し

て
ゐ
を
、

抽
象

的
方
法

の
償
値
は

ロ
ッ

シ
ャ

ー
に
あ

っ
て

畿

苑

歴
輿
添
纏
濟
畢
獲
遮
の
裡
路
(
一
)

第
†
七
巻

(第
一
號

八
ご

八
一

1盛)

15)

16)
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20)
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聖

説

苑

歴
史
滋
経
済
學
毅
達
の
律
路
(
】
)

錦
十
七
巻

(第

一
號

八
二
)

入
二

は
共
個
所

に
よ

っ
て
種

々

に
評
慣

せ
ら
れ

て
る

る
の

で
或

特
は
相
當

に
其
重
要

さ
を
認

め
ら

れ
或
聴

は
全
一
排

せ

ら

れ
て
み
る
、
更

に
叉
矛
盾

ご
思

は
れ

る
の
は
科
學

に
於

け

る
實
謹

的
方
法
は
本
來
多
く

の
實
験
を
基

礎

ξ
し

て

概
念
を
構
成
す

る
の
で
あ

っ
て
其
實

験
、
或

は
経
験

的
事

實
相

互

の
悶

に
慣
値

の
差

を
附

し
得

べ
き
も

の
で
は
な

い
の
に
係

ら
す

、

ロ
ッ

シ
v

-
は
債
値
判
断

を
使
用

し

て
取
捨

し
て
み

る
、
從

て
彼

の
實
謹
的
方
法

は
頗

る
不
徹

底

で
あ

る
ご
の
談
を
見

れ
な

い
、
解
剖

刀
ε
顕
微
鏡

ご
を

以

て
自
然
的
事
實
を
剖
見
す

る
冷
静

な

る
態
度

は
横
値

制

断

の
愛
惜

の
感
情

に
左

右
さ
れ
て
る

る
、
更

に

p
ッ

シ
ャ

ー
に
於

て
は
自
然

科
學

的
因
果

の
浅
側
を
使
用
す

る

庭

も
あ

れ
ば
、

そ
れ

ご
同
時

に
目

的
論
的
解
緯

を
併

用

し
て

み
る
多

く

の
個
所
を
獲

見
す

る
、
此
相
容

れ
ざ
る
二

つ
の
方

法
を

何
等

の
吟
味
な

し
に
混

然

・こ
採

用

し
て
み

る
の
は
嚴
密

な

る

べ
き
斜
里

者

の
態
度

で
は
な

い
。

次

に

歴
史
振
縄
濟

學
は

一
般

に
眞

理

に
射

し
て
は
相

識
論

殉
・互

三
馨

誤

を
探

b
、
時

ε
庭

ε
に
慮

じ
て
眞

理
は
相

違

せ
る
も
の

ε
労
え
絶
劃
普

遍
の
褒

賞
性
を
否
定
す

る
、

ロ
ッ

シ
ャ

ー
も
亦
大
艦

に
於

て
相
封
論
を
探

っ
て

み
る
が

ハ

時

々
此
主
潮

に
反
黝

し

て
経
済
學

に
も
自
然
法

則
の
愛
當
す

る
こ
ε
の
あ
る
の
を
述

べ
て
み

る
、

比
熱

に
於

て
叉

ロ
ッ

シ
ャ

ー
の
態

度

の
明
瞭

で
な

い
の
を
見

る
。

・
・
洋

直

其
方
法
論
の
考
察
を
講

義
L
で
は
哲
學
駒
方
替

歴
史
的
方
法
蕊

分
ち
て
試
み
「
原
論
-
で
は

理
想
的
方
法
ご
歴
史
的
方
法

ざ
に
分
割
し
て
み
る
こ
巴
は
前

に
述

べ
た
、
果
し
て
之
等

の
分
割
方
法
は
適
當
で
あ

ら
う
か
、
或
論
者
は
歴
史
的
方
法
な
.る
も
の
は
叉
、
哲
學
的
方
法

の

一
種

に
過
ぎ
な

い
、
認
識
論
的
に
見
れ
ば
歴

史
的
方
法
は

一
定
の
哲
學
に
基
く
も
の
で
、
決
し
て
哲
學
ご
矛
盾
反
謝
す
る
も
の
で
は
な

い
か
ら
此
二
つ
の
方
法

を
劃
立
せ
し
め
る
ロ
ッ

シ
ャ
ー
の
方
法
論
は
正
賞
で
な

い
`
云
ひ
、
更

に
第
二
の
分
類
に
就
て
は
理
想

`
歴
史

ε

21)Roscher陶a.a.0.S.79.
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は
渕
立
す
る
も
の
で
な
(
、歴
史
を
理
想
の
方
面
か
ら
観
察
す

る
こ
ε
は
不
可
能
で
は
な

い
、
文
理
に
雁
皮
的
理
想

主
義

ご
云
ふ
名
も
あ
る
如
↑
両
者
は
嚴
密

に
対
立
し
得
る
も
の
ε
云
ふ
を
得
な

い
か
ら

ロ
ッ

シ
ャ
ー
の
此
分
割
は

測

適
當
で
は
な
い
ざ
主
張
す

る
。乍
然
此
反
封
論
ば
輩
に
各
稠
の
問
題

に
過
ぎ
な

い
の
で
}
ロ
ツ

シ
ャ

ー
の
歴
良
に
樹

立
す
る
哲
翠
雨
方
法
ε
は
普
遍
安
富
的
な
自
然
法
則
を
求

め
る
に
あ

っ
て
、
個
々
の
事
實

に
立
脚
す

る
雁
皮
ご
比

熱
で
分

つ
こ
ご
は
實
質
的
に
見
れ
ば
不
都
合
は
な

い
・近
思
は
れ
る
、
叉
過
去
、
現
出仕
の
事
實
の
叙
述
た
る
歴
史
に

樹
立
せ
し
む
る
に
未
来
の
斯
く
め
ら
ざ

る
ぺ
か
ら
す
ε
云
ふ
理
想
を
以
て
す

る
こ
ε
も
不
可
で
は
あ
る
ま

い
、
哲

學

ε
云
ひ
、
理
想
ご
云
協
か
ら
歴
史
ε
截
然
匠
別
し
得
な

い
ε
云
ふ
な
ら
ば
他

の
適
當
な
る
名
稽
を
以
て
す
れ
ば

よ
い
、
唯

ロ
ッ

ン
ヤ
ー
が
「
講
義
」
に
於
け
る
ε
「
原
論
」
に
於
け
る
ε
其
實
質
を
異
に
せ
る
方
法
論
を
採
用
し
、
統

一
が
な
い
か
ら
孰
れ
に
貢
ぎ
を
置
く
か
を
知

る
を
得
な

い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

實

読
振
脛

濟
學

に
ご

つ
て
問
題

ご
な

る
の
は
意

思

の
白
山

芝
…
Ω
扇
常

津
o
潔

を
如

何

に
取
扱

ふ
か

ご
云

ふ
こ
ご

で
あ
る
。
純

客
観

的

の
描
寓

に
徹
す

る

こ
ε
を
主

旨

ご
す

れ
ば
曲

事
は
問
題

こ
す

る

に
及
ば
な

い
け
れ
ご
も

ロ
ソ

シ
+

1
に
於

て
は
主
観

の
要
素

が
多

量

に
包
含

さ
れ

て
居

り
、
然

も
彼

が
経

済
學

理

に
於

て
は
絶
対

に
理
想

的
方

法
を
排
除
す

べ
し

ξ
云

ひ
乍
ら

、
意
識

的
に
・か
無
意

識
的

に
か
、
彼

の
原
論

に
多

く

の
ゾ

ル

レ
ン
の
主

張

が
混

じ

て
み
る
か
ら

、
彼

が
意
思
口
由

の
問

題
を
如

何

に
取

扱

つ
.た
か
は
考
察

せ
ね
ば
な
ら

漁

一
問
題

で
あ

る
、

ロ
ッ

シ

ャ

ー
ば
意
思

の
自
由
は
決

し
て
自
然
法

を
破

る
も

の

で
ば
な
く

.
寧

ろ
其
反
射

に
自
然
法

の
要
素

ε
し
て
其

の
中

に
、
他

の
要
素

ε
併

ん
で
包
含

さ
れ
て

る
う
も

の
だ

ε
考

え
た
、
人
穎
精

神
の
本

質
は
自

然
法

に
支
配

さ
れ

て
ゐ

説

苑

岡
吏
涯
経
済
璽
獲
遠
の
裡
路
2
)
.

第
十
七
巻

(第
一
號

八
三
)

八
三
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説

苑

歴
史
派
経
済
學
機
遽
の
径
路
(
こ

第
十
七
巻

(第
一
號

八
四
)

八
四

る
も
の
で
、

値
入
の
自
由
ε
賀
務

ε
は

當
然
自
然
法
の
支
配
の
下
に
あ
る
、

吾
人
が
意
思
の
自
由
ε
認

め
る
も
.

の
、
中
に
自
然
法
の
行
は
れ
て
る
る
の
を
見
る
、
從
て
意
思
自
由

に
基
く
人
類
の
行
鴬
も
亦
自
然
法
則
の
下
に
規
.

定

さ
る

べ
き
も
の
で
、
此
事
は
同

一
の
形
式

の
下
に
人
類

の
行

鴬
が
表
現
さ
れ
る
こ
ε
に
よ

っ
て
も
認
め
得

る
、
.

斯
く

ロ
ッ

シ
ャ
ー
は
意
思

の
自
由
を
も
自
然
法
則
の
下
に
其
要
素

ε
し
て
包
含

し
得
る
も
の
ε
解
し
π
が
、
然
し
、

他
面
に
於
て
彼
は
自
然
法
則
を
以
て
『
人
類
の
意
思
・じ
は
無
關
係
』
な
る
も
の
こ
定
義
し
て
み
る
、
即
ち
人
類

の
意
.

思
を
以
て
左
右
す

べ
か
ら
ざ
る
法
則
が
自
然
法
則
で
あ
る
ε
云
ふ
、
然
ら
ば
人
類
の
意
思
ご
全
く
無
闕
係
な
る
も

の
が
其
構
成
要
素

ε
し
て
人
類

の
意
思
を
包
含
し
て
み
る
ビ
云
ふ
の
は
矛
盾
で
な

か
ろ
う
か
、
人
類

の
自
由
意
思
,

を
要
素

ε
し
て
内
画
に
包
含
し
て
み
る
ε
す

れ
ば
、
.其
要
素
は

一
定
せ
る
も
の
で
な
く
常

に
攣
化
し
自
由
に
動

き
.

っ
、
あ

る
を
以
て
、
從
て
之
等
の
要
素

か
ら
構
成

せ
ら
れ
た
自
然
法
則
も
亦
、
常

に
鍵
動
ず

る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
漁
、
即
ち
人
類
の
意
思

に
よ

っ
て
影
響
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

阻
、
自
由
意
思
を
包
含
し
つ
＼
、
之
よ
り
暉

越
し
π
も
の
ε
は
形
而
上
學
的
に
蹴
足
す
る
以
外

に
は
論
理
上
不
可
能

で
あ
る
。

次
に

。
・

シ
・
-
は
理
想
的
方
法
を
経
済
學
理
か
ら
排
除
し
て
現
實

の
凝
帆
を
基
礎
ε
し
客
観
的
に
脛
濟
現
象
,

を
解
剖
す

べ
し
己
主
張
し
た
か
ら
此
立
場
に
於
て
は
彼
は
實
現
論
者
で
あ
る
が
、
然
し
、
人
類
の
意
思
は
環
境
を
.

創
造
し
得

る
や
、
或
は
反
劉
に
人
類
の
意
思
は
環
境

に
よ

っ
て
支
配
さ
る
、
に
は
あ
ら
す
や
重

訳
ふ
自
由
意
思
論

封
宿
命
論
の
問
題
に
於
て
は
彼
は
蚕
く
無
反
省
に
前
者
を
肯
定
し
、
人
類
の
自
田
意
思
は
環
境
を
攣
更
し
得

る
を

以
て
、
耐
會
改
良
は
人
類

の
意
思
に
よ

っ
て
遂
行
せ
ら
れ
、
常

に
意
思
の
活
動
に
基

い
て
新
し
き
も
の
が
創
造

せ

ら
る
ε
云
が
親
方
を
探

る
・
弦
に
於
て
彼
は
理
想
的
方
法
を
排
除
し
な
が
ら
無
意
識

に
之
を
探
b
容
れ
て
み
る
。

●



宿
命
論

に
謝
し
て
自
由
意
思
論
を
探
る
人
は
常

に
目
的
蜆
を
内

に
減
し
て
冷
静
な
る
自
然
因
果
以
外
に
理
想
の
炎

の
胸
中

に
燃
え
上
が
る
も
の
で
あ
る
、

ロ
ッ

シ
ャ
ー
は
現
賢
論
者
で
あ
り
な
が
ら
理
想
を
逐
ひ
、
目
的
親
を
有
し
、

血
曾
改
良
を
念
頭
に
遣

い
て
る
る
か
ら
彼
の
頭
脳
に
は
相
容
れ
ざ
る
二
つ
の
方
法
が
無
考
察
の
ま

＼
取
り
容
れ
ら

れ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
藪
に
も

ロ
ッ

シ
ャ
ー
の
態
度
が
論
理
的
に
嚴
密
で
な
い
の
を
見

る
。

哲
學
上
、
高
古
不
易

の
眞
理
な
し
ご
主
張
す

る
相
鮒
論
者
に
封
し
て
、
然
ら
ば
斯
か
る
量
(麗
な
し
ご
断
言
し
得
、

る
の
は
、
眞
理
な
し
蓬
云
ふ

一
つ
の
眞
理
に
基
く
の
で
は
な

い
か
ε
の
反
封
論
が
絶
対
論
者

に
よ

っ
て
提
起
せ
ら

る
、
如
く
、
経
済
學
上
に
於
け
る
歴
史
涙
の
人
々
が
眞
理
は
時

`
威
ご
を
異

に
す

る
に
よ

つ
.て
異
b
絶
謝
の
眞
理

な
る
も
の
な
し
ε
主
張
し
乍
ら
歴
史
的
方
法
を
眞
理
獲
得

の
唯

一
の
方
法
な
り
ご
断
定
す

る
は
.矛
盾
で
あ
る
、
歴

史
涙
の
人
々
が
相
劃
論
を
徹
底
せ
し
め
よ
う
ご
す
れ
ば
、
歴
史
的
方
法
が
経
済
學

に
於
て
、
時

ε
虚

ε
を
絶
し
た
完

全
な
方
法
で
あ
る
ε
は
云
ひ
得
な
い
、
彼
等
の
主
張
す
る
歴
史
的
方
法
は
軍

に

一
種
の
方
法
ε
し
て
の
相
動
的
意

義
し
か
有
せ
な

い
.
.
ξ
自
ら
告
白
せ
な
け
れ
ば
自
家
横
着
を
脱
す

る
を
得

な
い
こ
ε
に
な
る
、
歴
史
涙
経
済
學
な
る

も
の
は
彼
等
が
大
聲
叱
摩
す
る
程
、
人
な

る
債
値
を
有
せ
な
い
こ
ご
を
彼
等
自
ら
が
人
々
に
告
げ
な
け
れ
ば
、
彼

等
自
身

の
學
説
が
成
立
し
得
な
い
ざ
は
何
た
る
滑
稽
で
あ
ろ
う
。

私
は
以
上
で
歴
史
涙
の
先
騙
　看
た
る

ロ
ッ

シ
ャ
ー
の
考
察
を
止

め
、
次
に
此
涙
に
於
て
最
も
重
要
な
る
ク
ニ
ー

ス
の
方
法
論
の
吟
味

に
移

ろ
う
ε
思
ふ
。

二
、

ク

ニ
ー

ス

の
「
歴

史
的

立
場

よ
り
観

た

る
脛

濟
{學
」

2瓢}L亘 「sch玩z,ara・.0・.S,.[OS,

覧
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歴
奥
海
経
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學
猶
達
の
裡
路

(
一
)
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巻
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第
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號

八
五
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五
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設
.
苑

歴
輿
滋
経
済
嘩
殿
翰
叶の
篠
路
(
一
)

第
十
七
巻

(第

一
號

八
六
)

八
六

ク

　T

ス
の
當
時

に
於

て
科
學

分
類
論

の
主
な

る
も

の
は
、
観
念

の
世
界

を
研
究
.の
封
象

ざ
す

る
精
神
科
學

ε

感
讐

訴
ふ
る
外
界
の
世
界
を
劃
象

与

る
自
然
科
響

の
分
類
で
み
つ
π
。

ク

ニ
ー
ス
は
此

分
類
を
不
足
曾

ε
し
て
、
第
三
の
種
類
、
即
ち
国
家
學
ピ
肚
會
學
ε
を
附
加
し
陀
、
脛
濟
學
は
此
第
三
の
種
類

に
励
す

べ
き
も
の

で
め
つ
て
此
種
類
は
多
く
の
個
人
叉
は
国
民
が
肚
曾
的
規
制
の
下
に
統

一
さ
れ
て
共
同
生
活
を
管
む
庭
の
人
類

の

行
爲
を
以
異

封
塾

す

・
、
從
て
外
部
の
世
界
袋

現
せ
ら
蔵

讐

訴

ふ
る
事
に
な
る
か
ら
精
帥
科
學
に
は

騰
ぜ
な
い
、

さ
れ
ば
ピ
て
自
然
科
學
で
も
な
い
、
何
故
な
ら
ば
假
令
戯
畳
の
世
界

に
旙

し
て
み
て
も
其
人
類
行
爲

の
準

る
源
は
實
は
内
的
の
精
確

用
で
あ
・
か
ら
で
あ
・
、
其
源
は
精
神
作
用
で
唯
其
讃

ρ
み
が
麗

世
界

に
訴

へ
る
人
類
行

鴬
を
研
究

対
象

・し
す

る
科
學

は
全

く
第
三

の
世
界

を
構
成
す

べ
き
も

の
で
め

る
。

斯
様
暴

榊
科
學
に
も
自
然

に
も
み
ら
ざ

る
経
済
學
は
、
次

長

如
何
な
・
方
替

よ

つ
て
其
研
究

の
歩
を
進

む

べ
き
で
あ
る
か
・

ク
・
.虫

は
従
来
の
経
輩

が
あ
ら
ゆ
る
聴
、
あ
ら
ゆ
・
場
所
を
通
じ
て
書

窪

き
自
然

法
則
を
認
む
る
絶
劃
論
的
態
度
を
探
れ
る
を
非
難
山
、
共
世
界
主
義

(
.
場
所
的
)
ご
、変

主
垂

時
間
的
ピ

を
以
て

は
到
底
経
済
現
象
を
眞
に
説
き
得

べ
か
ら
す

ε
し
て
・
雁
皮
涙
経
済
學
の
根
本
基
調
た
る
歴
史
的
方
法
を
次
の
様

に
提
唱
レ
て
る
る
「
経
済
學
の
絶
劃
+ユ
義
に
反
…封
ず
る
歴
史
的
見
解
は
次
の
原
則
に
基
く
。
経
済
上
よ
b
見
た
る
生

活
状
態
及
び
・
そ
れ
を
説
明
す

べ
き
脛
濟
學
は
、
そ
の
形
式
、
そ
の
形
態
、
そ
の
立
論
、及

び
そ
の
結
末
等
総
て
歴

嵩

叢

の
結
聖

あ
.る
・
各
国
氏
の
経
済
的
生
活
燕

及
び
、
そ
れ
を
説
明
す

べ
き
欝

學
は
人
類
の
歴
告

於
け
る

蒔

代
・告

機
的
關
係

に
立
つ
も
の
で
、
時
間
、
禁
則
、
国
民
性
警

の
條
件
の
下
に
獲
生
し
、
漸
次

に
進

歩
す
を
も
の
で
あ
る
、
経
済
學

は
其
立
論
の
基
礎
を
歴
史
上
の
生
活
に
得
、
其
結
論
を
歴
史
的
方
法
に
よ
っ
て
導

24)K。iご 、,Di。P。h・i,・lieO・k・ ・。・・i・v・mg・ ・旦1・i・・h・li・h・ ・St臼 ・・1P・ ・kt・1・883・

S.6.
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く

べ
き
も
の
で
、
繹
[濟
墨
・の
法
則
ご
は
歴
史
的
叙
述

ご
置
(理
の
進
化
を
表
現
す
る
こ
ξ
で
め
る
。
…
…
…
輝
濟
…學

.

に
絶
対
主
義

の
行
は
る
、
は
歴
史
舶
獲
展
の

「
時
代
の
上
に
の
み
可
能
で
あ
っ
て
共
時
代
の
産
物

。
ヨ
困
ぎ
ユ
号
給
「

N
.
潔

に
外
な
ら

鎗
」
各
国
民
は
領
土
を
異
に
し
纏
濟
的
係
件
に
於
て
甚
し
き
相
違
が
め
る
、
氣
候

の
差
臓
各
国
民

の
勢
働
能
力

に
相
違
を
来
し
土
地

の
豊
饒
の
度
、
贋

さ
、
四
圃
の
歌
呪
、
世
界
交
通
場
裡
に
於
け
る
位
置
等
は
各

威
民
の
脛
濟
事
情
を
し
て
其
國
特
有
の
も
の
π
ら
し
め
る
、
從
て
繧
濟
現
象
の
魏
察
は
此
特
殊
性

を

基

礎

ご
す

べ
き
も
の
で
、
普
遍
性
抽
象
性
は
儂
位
が
な

い
.。
経
済
現
象
の
特
殊
性
は
以
上
述

べ
た
自
然
的
條
件
に
よ
っ
て
影

響

を
受
け
る
の
み
な
ら
す
灰
化
的
施
設

に
よ
っ
て
も
叉
影
響

さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
噺

　
憾
の
立
法
、
行
政
、
宗

敏
、
思
想
界
の
状
態
は
国
民
輕
濟

に
攣
化
を
及

ぼ
す

も
の
で
あ
る
。
.脛
濟
生
活
は
国
民
生
活
の
経
済
的
な

一
方
面

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
從
て
経
済
生
活
を
研
究
謝
象
ε
す

る
経
済
學
は
決
し
て
孤
立
し
た
も
の
で
な
く

て

他

の
學
問
ご
密
接
に
關
係
七
、
共
影
響
を
受
.け
て
る
る
も
の
で
め
る
。

ク
ニ
㌃

ス
の
原
論
は
第

一
篇
『
序
論
」
第
二
篇
「
国
民
経
済
」
第
三
篇
「
国
民
経
済
學
」
に
分
た
れ
、
第

　
、
二
篇
で

彼
の
歴
史
酌
立
場
を
述

べ
第
三
篇
で
科
學

こ
し
て
の
国
民
経
済
學
を
構
成
し
て
み
る
が
、
方
法
論
釣
考
察
よ
り
観

.

れ
ば
此
第
三
篇

が
最
も
重
要
で
あ
る
。

彼
は
第

三
篇

の
冒
頭
に
於
て
、
総
て
の
斜
里
は
三

つ
の
黙

よ
り
先
づ
考
察
せ
な
・け
れ
ば
な
ら

澱
、
.第

一
は
研
究

へ

へ

め
範
囲
で
、
第

二
は
其
科
學

の
任
務
、
第
三
は
方
法

で
め
る
ざ
云

ふ
。
國
民
経
済
學
に
於
て
購
其
範
園
を
限
定
す

る
た
め
、
私
経
済
學

ε
分
離
せ
ね
ば
な
ら
阻
、
私
経
済
ば
濁
立
し
た
個
々
の
軍
位
の
経
済
で
あ
る

が
国
民
経
濟
は
.

説

地

歴
輿
添
縄
濟
學
獲
達

の
径
路
(
一
)

第
†
七
巻

(第

一
號

八
七
)

八
七
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設

苑

歴
史
泥
縄
濟
學
襲
遙
の
径
路
(
こ
.

第
十
七
雀

(第
一
號

八
八
)

八
八

之

等
の
私
経
済
相
互
の
結
合
を
全
騰

ε
し
て
観
察
し
紀
も
の
で
あ
る
、
私
経
済
は
他
面
か
ら
見
れ
ば
其
経
済
生
活

な

り
経
済
行
爲
な
り
は

一
時
的
の
も
の
で
あ
る
が
國
氏
経
済
で
は
概
績
的
な
、
時
に
は
敷
時
代
に
亘

つ
π
生
活
、

。或
は
行
爲
ε
し
て
現
は
れ
る
。
從

て
両
者
版

嚴
密
に
分
離
す

べ
き
も
の
で
、
之
を
分
離
す
る
こ
ε
に
よ
っ
て
国
民

.

経
済
學
の
範
困
は
明
瞭
ε
な

る
の
で
あ
る
。

從
來
の
経
済
學
に
は
前
提

ε
し
て
二

つ
の
も
の
が
含
ま
れ
て
み
る
。

;

は
私
有
財
需

度
で
、
他
は
利
己
.心

で
み
る
。
従
来
の
経
済
學
者
は
此
私
有
財
産
制
度
ご
利
己
心

ご
を
以
て
絶
対
的
な
も
の
で
、
到
る
庭
、
叉
、
あ
ら

ゆ
る
時
に
妥
當
す

る
も
の
で
此
二
つ
の
前
提
の
下
に
初
め
て
経
済
學
が
成
立
す

る
ピ
説
い
て
み
る
。

ク
ユ
ー
ス
は

・之
に
反
し
て
、
此
二
つ
共
、
歴
史
上
の
現
象
で
あ

っ
て
決
し
て
不
攣
な
も
の
で
な
い
、
時
代
の
璽
遷
は
此
両
者
に

人

な
る
攣
化
を
與
え
,
時
に
は
之
を
否
定
す
る
こ
ε
も
起

る
べ
し
冗
云
ひ
、
此
両
者
ε
も
経
済
學

に
於
て
は
論
理

む

上

の
範
躊
で
は
な
く
、
盟
に
歴
史
的
範
疇
に
過
ぎ
な
い
ε
主
張
す

る
。

国
民
経
済
學
は
分
配
組
織
を
論
ず
る
が
、
真
際
其
組
織
の
頁
否
、
公
李
な
る
や
否
や
等
の
判
断
を
す
る
、
分
配

組

織
の
問
題
で
脛
濟
學
が
今
ま
で
愛
遷
し
て
来
た
の
に
徴
し
て
明

か
で
あ
る
如
く
馬
自
然
科
學
の
様
に
普
遍
性
や

・決
定
論
的
態
度
は
経
済
學

の
本
質
を
構
成
ぜ
な
い
、
乍
然
経
済
學
も
科
學

で
あ
る
限
り
、
現
象
の
因
果
關
係
を
闡

明
す
る
法
則
を
宿
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
然
ら
ず
ん
ば
輩

に
智
識
の
集
積
に
過
ぎ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
、
経
済

生

活
は
人
類
の
生
活
の

一
面
で
あ
る
か
ら
自
然
現
象
の
必
然
性
の
み
で
な
く
、
真
庭
に
は
自
由
が
問
題
嘘
な
る
人

類

を
盈
物
的
存
在
を
見

る
限
り
、
晴
間

ε
室
問

に
制
限
せ
ら
れ
自
然
現
象

ε
な
り
、
土
地
の
生
産
力
、
水
力
、
蒸

・汽
力
等
ご
同
じ
く
自
然

の

一
法
動
力
ε
な
っ
て
自
然
法
則
の
因
果
性

の
支
配
を
受
け
る
。

30)
31).
32)

1(nies,a,a.0。S.160-161.

Knies,a.a.0.S.[80.223.

iくnies,a'a.0・S.351,352.



.

乍

然
斯
様

な
自

然
法
則
は
経
済
、學

上
.の
法
則

で
は
な
く
、
経
済
上

の
現
象

に
安
富
す

る
自
然

の
.法
則

に
外

な
ら

.

ぬ
、
或

は
纏
濟

的
事
演

の
自

然
法
則
的
要
素

臣
ε
薦
臼
醇
N膏
ぼ
昌

国
9
洋
o『
、
首

山
雪

ぞ
鐸
。。9
p
詮
閂o
げ
8

一
昇
。。営
ゴ
o
・

ぷ

こ
も
巽

っ
て
よ
か
ろ
う
。
纏
濟
學
は
自
然
現
象
ε
共

に
人
類
の
精
神
生
活
を
も
取
扱
ひ
、
-
然
か
も
後
者
に
重
き
を

　、置
く
か
ら
從

て
人
類
の
歴
史
に
塞
ぐ
経
験
の
結
果
を
重
要
視
し
、
・此

の
中
か
ら
脛
濟
學
に
所
謂
法
則
を
導

い
て
來

の

.

な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
歴
史
的
経
験
か
ら
法
則
を
得

る
ざ
は
所
謂
「
獲
達

の
法
則
』
を
導
く
こ
ぢ
で
あ
顧
。
此
法
則
は

,鷺

集

問
、に
制
限
さ
れ
た
或
蔚

内
に
於

て
の
み
鬱

す

る
も
の
で
、
多
み

国
民
を
比
較
す
を

.
蓬

に

.

は
類
似
せ
る
黙
ε
相
違
せ
る
黙
ご
を
獲
見
す
る
、
、
共
類
似

せ
る
黙
は
自
然
科
學

に
所
謂
.
等
し

い
、
`
云
ふ
程
・

u嚴
密
な
も
の
で
は
な
い
。
此
類
似
の
黙
を
時
蘭

の
経
過
か
ら
見

て
、
蛮
達
の
類
似
性
を
得
て
弦

に
獲
達
の
法
則
を

鞍

見
す

る
。
継
て
時
間

塁

間

ご
に
於
て
制
限
せ
ら
れ
、
星

歩
、
此
制
限
を
出
る
ご
相
違
性
が
直
ち
に
肉
迫
す

、る
も

の
で
あ
る
。
.

、

ゴ

一

以

⊥
述

べ
來

つ
た

ク

ニ
ー
ス
の
方
法
論
は

次
の
様

に
要
約
す

る
こ

ε
が
出

京
る
。
、

・
.

.

経
濟

學
は
歴
史

的
科
學

で
あ

っ
て
自
然
科
學

で
は
な

い
。
自

然
科
學

に
め

つ
て
は
「
自
然

法
則
」
を
求

め
る
が
、

痙

濟
警

於
て
は
蚕

蓬
の
法
則
」
を
探
挙

る
。
自
然
鍵

の
法
則
は
「等
し
さ
」
斗

欝

性
Lを
要
求
す
る
が
・

.

経
済
學

の
そ
れ
は
「
類

似
性
」
ざ
「
柑
封
性

」
ご
で
足

る
、
叉
自
然

科
學

で
は
「
必

然
性
」
を
主
眼

ε
す

る
が
経

済
學

で

は
之

ご
両

立

せ
な

い
「
自
由
」
の
問
題

を
取
扱
ひ
、

從

て
叉
「
目
的

の
設
定
」
ご
云
ふ
目
的
論
的
態

度
を
有
す

る
。
要

-す

る

に
脛
濟

學
で

は
経

験
的

「
歴
史
的

Φ
巳
で
三
。・。7
三
簿
o
静

鼻

方

法

に
よ
り
孤
立
的
抽
象
的
方
法

に
擦

る

べ
き

で

説

苑

歴
史
涯
纒
濟
學
W響
運
の
径
路
(
一
)

第
十
七
巻

(第

一
號

八
九
)

八
九

「33)

34)
35)

Knies,a.a.0.S.

Knie5,a.糺.0,S.

Knie5,a.a.0.S.
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噂

.

.

説

苑
.

歴
鑑

搬

學
蓬

雀

路
(
こ
.

筆

癖

(第
一
號

九
・
》

九
Q

.

は
な

い
。

ク

ニ
ー
ス
の
以
上
の
如
き
方
法
論

に
謝
し
て
或
畢
者
は
彼

の
著
「
貨
幣
及
信
用
」
に
於
て
は
毫
も
歴
史
的
色
彩
を

　認

む
る
を
得
す
、
獲
て
彼
の
歴
史
振

の
主
張
は
彼
自
ら
事
實
上
之
を
裏
切
れ
り
.ε
云
ふ
、
斯
様
な
事
實
上
の
矛
盾

め
黙
は
姑
ら
く
舎
き
、
論
理
上
、
果
し
て
彼
は
矛
盾
な
き
を
得
た
で
あ
ろ
う
か
、
彼
の
方
法
論
は
、
徹
底
的
に
方

-注
な
↑
買
施
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
或
論
者
は
次
の
様

に
云
っ
て
み
る
。

抑
も
人
間
の
思
惟
能
力
は
同
時
に
多
(
の
事
項
を
考
え
る
こ
ε
は
出
來
な
い
、
必
ず
或
る

一
つ
の
事
項
を
抽
出

し
て
考
え
ね
ば
な
ら
漁
、
そ
し
て
多
く
の
事
項
は
時
間

の
経
過
ε
共

に
連
結
し
て
考

え
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
脛

記繊
に
よ

っ
て
如
何

に
多
く
の
事
實
、
材
料
を
蒐
集
し
來

っ
て
も
、
之
を
多
く
の
方
面
か
ら
同
職
に
考
究
す
る
こ
ぜ

.

は
人
類

の
能
力
ご
し
て
は
出
来
な

い
こ
ε
で
あ
る
、
そ
こ
で
例

へ
ば
賃
銀
の
法
則
を
求

め
ん
ε
す
る
聴

に
は
、
多

く
の
材
料

か
ら
唯
賃
銀

に
關
す

る
方
面

の
み
を
杣
出
し
で
来
る
の
で
、
其
際
は
地
代
、
利
子
.
人
』
の
關
係
ど
か

・其
他
高
股
の
経
済
事
情
は

一
時
看
過
せ
な
け
れ
ば
な
ら

鳳
.
・歴
良
的
経
験
的
方
法
ピ
難

も
此
意
味

に
於
て
は
決
し

て
抽
象
的
方
法
を
無
税
す
る
を
得
な

い
、
否
、
、寧
ろ
抽
象
的
孤
立
的
方
法
あ
る
に
よ
っ
て
初
め
て
経
験
的
方
法
が

鋤

燃

.

.其
敷
果
を
先
勢
に
獲
挿
し
得
る
の
で
あ
る
。

乍
然
此
非
難
は
少
し
く
當
を
失
し
τ
み
る
、
人
類
の
認
識
過
程
艦
於
て
は
同
時
に
数
多
の
事
項
を
認
識
し
得
な

い
の
は
自
明
の
理
で
は
め
る
が
、
さ
れ
ば
ε
云

っ
て

一
つ
の
事
項
の
み
を
孤
立
的

に
抽
出
し
て
来
る
こ
ε
は
経
験

-的
、
歴
史
的
方
法
が
抽
象
的
、
孤
立
的
方
法

に
屈
服
し
た
事
に
は
な
ら
な

い
、
此
二
つ
の
方
法
が
謝
立
す
る
の
は

L既
に
経
験
的
事
實
が
認
識

の
過
程
に
於
て
成
立
し
て
以
後
の
こ
ご
で
あ
る
、
方
法
論
の
論
争
の
行
は
れ
る
の
は
脛

36)Lif,。hit・,。.。.0.S.・74.・75.Li角 ・hi・・,U・t…u・h・ ・g・nu6・rdi・Methぴ
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r

験
的
事
貴
を
更
に
如
何
最

扱
ふ
か
に
就
て
碁

っ
て
脛
験
的
事
箕
成
立
の
認
識
過
程

に
就
て
論
ず

る
の
で
は
な

い
、
認
識
過
程
に
於
て
は
総

て
が
孤
立
的
抽
象
的
に
な
る
の
は
人
類

の

認

識
能

力
上
、
不
止
得
る
こ
ε
で
あ
っ

て
職
を
同
　
し
て
あ
ら
ゆ
る
關
係
を
考
察
し
得
な
い
か
ら
孤
立
的
方
法
は
見
れ
な

い
。
非
合
理
的
な
認
識
素
材

そ

の
も
の
は
経
験
的
事
實
で
は
な

い
、
後
盾
が
成
立
す
る
た
め
に
は
云
讐

Ω
　

・・。
母

国
昌

・置

ドσ・旨

受

に

制
約
せ
ら

る
、
.」
ご
を
要
す

る
の
で
め
つ
て
、

」此
法
則
蝋
然

か
も
脛
駿
そ
の
も
の
よ
り
殺
生
す

る
を
得
ざ

る
先
天

的
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
」如
何
に
具
鶴
的
立
場
を
固
守
す
る
歴
史
振
、の
人

々

ご
難
も

「
般
法
則
の
安
當
を
排
除

す

る
を
得
な
い
、
午
熱
歴
史
振
の
人

々
の
主
張
は
認
識
過
程

に
迄
、
侵
入
す
る
も
の
で
拭
な
い
、
其
方
法
論
は
少

k

も
抽
象
的
學
娠
鋳

抗

せ
ん
早

る
限
り
、
そ
は
経
験
的
嘉
賓
、
換
言
す
れ
ば
乱
撃
の
材
料
を
如
何
に
し
て
整

序

し
、
濁
立
し
砦

科
學
を
耀
成
す

べ
馨

に
あ
る
の
で
、
前
掲
論
者

の
反
封
論
は
的
を
失
し
て
み
る
ご
云
は
ね

ば

な

ら

ぬ

。

歴
史
派
経
済
學
の
成
立
の
頃
は
英
国
正
統
學
振
の
抽
象
的
方
法
の
全
盛

の
時
で
あ
っ
た
か
ら
之
に
謝
す

る
費
謹

蘭
方
洪
の
高
調

髭

振
の
主
眼
黙
で
あ
っ
た
。
然

る
に
時
代
.の
鍵

異

に
抽
象
的
方
法
を
以
て
経
済
學
を
建
設
.

せ
を

す
る
も
の
籔

理
學
涙
な
る
も
の
を
生
す

る
に
至
っ
た
。
弦

に
於

て
此
振
に
謝
し
て
も
亦
、
歴
史
振
は
攻
.

撃
の
矢
を
贅

す
に
は
居
ら
れ
磐

な

っ
た
。
警

は
先
づ
・
・T

・
が
敷
理
學
振
の
代
表
蒼

し
て
響

た

レ

オ

ン

・
ワ

卿

ラ

ド
似
。
口

ξ

巴

「器

の

主

張

を

聞

い

て

み

る

。

一
碧

欝

讐

鶉

す
・
學
問
の
中
・
撞

婆

黒
八に
す
る
二
つ
の
學
問
が
含
ま
れ
て
み
る
・
.;

繕

理

説

苑

壁

嚢

離

蓬

の
露

二
飼

第
‡

巻

〔第
一號

九
こ

空

■

」



副

読
r
苑

歴
史
涯
経
済
學
號
蓮
の
径
路
(
『
)
.

第
†
七
巻

(第
一
痂

九
二
)

九
二

脛
濟

學

国
08
0
∋
【Φ
℃
o
臣

ρ
器

b
ロ
掃

で
他

は
慮

用
経

済

學

国
。
o
ロ
o
日
凶o
唱
集
隣
ρ
二
〇
招
で
一一毛
母

で
あ

る
。

窓
用
経

済
珍

は
如
何

に
に
な

さ
ね
ば
な
ら

血
か
、
如

何

に
な
す

が
欲
き

か
を
研
究
す

る
も

の
で
、
例

へ
ば
如

何

に
し
て
國

,暫

増
進
す

べ
き
か
妄

ふ
問
警

之
に
攣

る
。
前
者
は
之
長

上
て
肚
會

の
冨
は
如
何
な
る
も
の
か
ら
、成
立

す

る
か
ε
云
ふ

目
冨
9

0
血
。
Pm
蔚
げ
2
器

・・。
。
一旦
。

や

交

換

の
學

理

日
額

o
膏

蔚

一、脅
ぴ
窪
㈹
P
を

説
明
す

る
。
物

債

の
騰

落
、
國
氏
脛

濟

の
獲

達

に
伴

ふ
利
子
.歩

合
の
高

下
等
め
問

題
は

之

じ
臆

す

る
。
敷
迎
撃
.派

の
脛
濟

學

は
悪

用

経
済
學

の
範

圃

に
及

ぶ

に
は
多

大
の
困
難
を
俘

ふ
け

れ
こ
も

純

理
経
済
學

の
範
團

に
捨

て
は

最

も
精
確

に
脛

濟

現
象
を
説
明
す

る

こ
ε
が
出

来

る
。
文
字

の
代

り

に
数

畢

や
藪

學
上

の
.符
號

を
使
用

し
、
論

理

の
代
り

に
計
算

が

使

用

せ
ら

れ
る

こ
ε

、
な

る
。
斯

く
の
如

く

に
し
て
普

通

の
論
理

よ
う
も
遙

か
に
精
確

な

る
結
果

が
得
ら

れ
、
從

て
此
方

法
を
探

る
限

り
現
實

の
物
的
事
實

を
顧

る
必
要

は
な

い
、
数

理
的

方

法
は
合

理
的

で
あ

っ
て
経

験
的
方

法

で
は
な

い
、
目
臼
ヨ
蝉
『
o
紆

ヨ
p昏
仙日
豊

ρ
口
o
昌
.房
π
勺
器

ド

日
紳
『
乱

o
。
巻

o「冒

o茸
£
9
.n射
二

p
-日
傘
ゲ
。
亀
Φ
「ρ瓜
。昌
,
.

鉱

肇

的
狩
競
を
普
募

峯

に
馨

す
れ
ば
郵

的
に
精
警

結
論
達

す
・
・

数
理
學
派
.の
人

々
は
自
己
の
職
務
を
以
て
物
理
學
者
が
振
子
の
運
動
を
観
察
す

る
の
に
比
し
て
物
理
畢
者
は
奥

室
内
に
於
け
る
振
子
の
運
動
を
研
究
す

る
が
.数
理
學
派

の
脛
濟

學
者
の
現
賢
の
雰
園
魚
肉

に
於
け
る
運
動
、
.卸
.ち

摩
擦
力
を
有
す

る
室
氣
の
抵

抗
の
め
る
連
動
を
観
察
す
る
が
如
き
も
め

で
あ
る
ご
云
ふ
、
乍
然
振
子
の
運
動
の
如

き
は
眞
室
内
に
於
け
を

普
通
の
室
氣
内

に
於
け
る
ε
假
令
達
は
め
る
に
し
て
も
、
.経
済
學
理
の
抽
象
性

ε
経
済

現
象
の
現
實
性
・し
に
於
.け
る
程
の
大
差
は
な
い
。
脛
濟
現
象

の
説
…明
に
於
て
は
到
底
空
気
の
塵
　擦
.力
の
如

き
僅

少

な
現
實
性

に
止
ま
る
も
の
.で
は
な

い
、
例

へ
ば
慣
格
が
如
何
に
し
て
定
ま
.る
か
の
問
題
も
数
理
學
派

の
人

々
の
汚

X97)Wal…,重1・m弓 ・t・d'6q・nQmi・p・litiquep・ ・e・・874・P・32・
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ふ
る
が
如
く
抽
象
的
に
決
定
せ
ら
る

、
に
あ
ら
す
し
て
,
其
肚
會
の
雰
園
氣

に
よ
っ
て
非
常

に
影
響

せ
ら
る

、
も

の
で
、
数
理
學
振
の
考

ふ
る
様
な
何
等
の
障
害
の
な
い
自
由
放
任

の
砒
會
な
る
も
の
は
事
實
存
在
し
な
い
、
肚
曾

は

一
定
の
歴
史
的
法
制
の
下
に
、
種
々
の
制
限
束
縛
を
有
し
、
種

々
の
特
殊
相
を
表
現
し
て
み
る
、
從
て
其
雰
園

,

氣

の
下
に
獲
生
す
る
経
済
現
象
は
頗
る
特
殊
性

に
富
み
輩
な

る
敷
學
上

の
式
を
以
て
整
序
す
る
こ
ざ
を
得
な

い
・

の

假
令
、
整
序
し
得
.ε
し
て
も
、
そ
れ
は
事
物

の
外
面
に
止
ま
り
事
の
真
相
、
本
慌
を
捉

え
た
り
ξ
云
ふ
を
得
な

暁
.

人
間
は
利
己

一6

ε
云
ふ
唯

一
の
動
機

に
よ

っ
て
行
爲
を
初

め
る
鐸
で
は
な

い
、
之
を
正
反
蜀

に
愛
他
心
、
共
同
心

の
獲
露
に
よ
る
場
合
も
甚
だ
多

い
、
恰
か
も
数
學
上
何
等

の
説
明
を
要
せ
す

し
て
、
絡

て
の
推
理
の
前
提

蓬
な
り

基
礎
ε
な
れ
る
公
理
に
比
す

べ
き

一
二
の
動
機

か
ら
継
て
の
繧
濟
現
象
を
推
論
し
よ
う
ε
す

る
の
は
現
實

の
肚
會

を
眼
中

に
催
く
限
b
婁
當
ε
は
云
ひ
得
な
い
、
人
間
は
濫
會
め
る
に
よ

っ
て
初
め
て
輿

の
人
間
た
り
得

る
も
の
で

あ

っ
て
、
然
も
其
人
聞
抛
る
や
之
を
個

々
の
部
分
に
分
解

し
て
は
入
間
た
り
得

ざ
る
も

の
で
、
全
く
統

一
し
た
も

の
で
あ
る
ゾ
此
統

　
し
た
る
人
間

の
行
爲
を
敷
學
的
に
分
析
し
て
研
究
す

る
こ
だ
は
決

し
て
眞
相
を
捉
え
得

る
も

　

の
で
は
な

い
。
敷

理
學
振

の
人

々
は
文
数

學
上

の
分
析

や
代
数
學

上

の
方
程
式

の
計
算

に
よ

っ
て
新

し

い
事

項

が

獲
見

さ
れ

る
や

う

に
説

く
が
、
事
買
上
錘

濟
學

の
智
識

は
新

風
の
如

き
計

算

に
よ

っ
て
新

し
く
附
加

せ
ら

る

、
も
.

の

で
は
な

い
。

以

上

で

ク

ニ
ー
ス
の
名

著
「
歴
史

的
立
場

よ
り
親

捻

る
経
済
學

」
の
要
黙

を
考
察

し
了

へ
た

の
で
あ

る
が
此
書

物

の
我

々
に
示
唆
す

る
範

圃
は
甚

だ
廣

く
、
上
述

堀
外
更

に
多

く

の
黙
を
研
究

せ
な
け

れ
ば
な
ら

の
け

れ
こ

も
、
叉

ク

三
一

ス
の
研
究

ε
し

て
は
彼

の
他

の
著
述
「
貨
幣

ざ
信

用
」
に
も
論
究

せ
な
け

れ
ば
な
ら

訟
が
、
藪

に
は
唯
雁

皮

振
縄

濟
學

、
殊

に
方
法
論
よ
り
観

た

る
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